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 （2012年 5 月25日号）
（Copyright 2012. The Chronicle of Higher Education. Translated and reprinted with 
permission.）
訳者あとがき
　本稿はアメリカで発行されている高等教育に関する週刊専門新聞『高等教育クロニク
ル』に掲載された記事の翻訳である。筆者はリビー・サンダー氏である。
　最初の復員兵援護法（GI法）は1944年に発効した。この法律は第二次世界大戦の退役軍
人に対するものであり，公費で大学進学が可能となり，公費によって家を所有することも
できた。その結果，アメリカ経済が大きく改善されたのである。
　新復員兵援護法は2001年 9 月11日の同時爆破テロ以降，イラク戦争やアフガン戦争など
に従軍した者を対象としている。この法律では，復員兵は在住する州で最も高額な公立大
学で学ぶときは学費が全額免除される。アメリカ政府が実施した新復員兵援護法のスケー
ルの大きさには圧倒される。これは国家による大きな教育投資と言えよう。国家が高等教
育への道を保障することにより個人は自己の人生と未来を切り開いていくことができる。
　ロンやジェニファーのように新復員兵援護法の恩恵を受けた者が今後アメリカ社会で活
躍の場を拡げていくであろう。その背景にはアメリカの高等教育機関の柔軟性がある。
